
太田市消防本部消防用設備等に関する審査･指導基準 

第５ 構造類型  7-97 

 

イ 廊下に対する煙の降下状況の判断基準（構造類型告示第４第２号⑷イ(ﾛ)関係） 

構造類型告示第 4第 4号⑷イ(ﾛ)に規定する住戸等から噴出する煙により、すべての階の廊下

において、煙が床面からの高さ 1.8ｍまで降下しないことの判断基準は、次によること。（第５

－28 図参照） 

 

(ｱ) 煙が床面からの高さ1.8ｍまで降下を確認する方法は、次のａからｆまでの手順によること。 

ａ 廊下に面する住戸等の開口部のうち発熱速度が最も大きくなる開口部の発熱速度を次の式

により求めること。 

 Ｑ＝400Ａ Ｈ 

Ａ ：住戸等の開口部面積 

Ｑ ：火災住戸等の一の開口部から噴出する熱気流の発熱速度（単位 kW） 

Ｈ ：火災住戸等の一の開口部の高さ（単位 ｍ） 

(注)火災住戸等の開口部が円等の場合は、当該円等の最高の高さ。 

ｂ 廊下に面する住戸等の開口部のうち発熱速度が最も大きくなる開口部から噴出する熱気流

量を次式により求めること。 

 ｍＰ＝0.52Ａ Ｈ 

ｍP  ：廊下に面する住戸等の開口部のうち発熱速度が最も大きくなる開口部から噴出する

熱気流量（単位 ㎏／ｓ） 

ｃ 廊下に面する住戸等の開口部のうち発熱速度が最も大きくなる開口部から廊下に噴出した

熱気流の気体密度を次式により求めること。 
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１＋ 

ＰＣ  ：廊下に面する住戸等の開口部のうち発熱速度が最も大きくなる開口部から廊下に噴

出した熱気流の気体密度（単位 ㎏／㎥） 

ＡＣ  ：住戸等で火災が発生した場合に、当該住戸等の開口部から噴出する煙により、すべ

ての階の廊下において、消火、避難その他の消防活動に支障になる高さ（床面からの

高さ 1.8ｍをいう。）まで煙が降下しないことを確認する範囲内にある廊下の水平投

影面積（単位 ㎡） 

ｄ 廊下における熱気流の発生量を次式により求めること。 

31.2Ａ  Ｈ 
 Ｖ＝  

ＰＣ 

Ⅴ  ：廊下における熱気流の発生量（単位 ㎥／min） 

ｅ 廊下における排煙量を次式により求めること。 

 ， 53.7Ｌ（ＨＵ－1.8）     

Ｅ＝ｍａｘ 19Ｌ（ＨＵ－1.8）   

ＨＵ－1.8   ２ 

      1.8－ＨＬ 

Ｅ ：廊下おける排煙量（単位 ㎥／min） 

Ｌ ：廊下の有効開口部の長さ（単位 ｍ） 

 ＨU ：床面からの廊下の有効開口部の上端の高さ（単位 ｍ） 

ＨＬ ：床面からの廊下の有効開口部の下端（床面から 1.8ｍ未満の高さにあるものに限

る。）の高さ（単位 ｍ） 

ｆ ｄで求めた廊下における熱気流の発生量がｅで求めた廊下における排煙量以下であること

を確かめること。 

(ｲ) 前(ｱ)の計算は、平成 19 年１月 30 日事務連絡「特定共同住宅等における必要とされる防火

安全性能を有する消防の用に供する設備等に関する省令」（平成 17 年総務省令第 40 号）等の

運用に係る計算プログラムの消防庁ホームページへの掲載について」において示す計算プログ

ラムにより実施し、関係図書を添えて建築確認申請書に添付すること（⑺イに示す階段室等に

対する煙の降下状況の計算をする場合において同じ。）。 

（計算プログラムの掲載場所） 

総務省消防庁 ホームページ（http://www.fdma.go.jp/） 

ホーム＞消防防災関係者の方へ＞所管法令・省令・規則検索・告示・通知・通達一覧＞通

知・通達 平成 19 年一覧＞平成 19 年 1月の通知について（平成 19 年 1月 4日） 

(ｳ) 開放型廊下の判定は、前(ｱ)に示す手順により行われるが、火災の発生するおそれがあるす

べての住戸等について煙の降下状況を確認する必要があること。 

ただし、開放型廊下の形態等から、防火上最も危険な住戸等（廊下の有効開口部の長さが最

も短くなる住戸等など）が特定でき、当該住戸等について前(ｱ)に示す手順により、煙が床面

からの高さ 1.8ｍまで降下しないことを確認できる場合は、一の階について一の住戸等とする

ことができる。 
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(ｴ) (ｱ)ｃのＡＣ（煙が降下しないことを確認する範囲内にある廊下の水平投影面積）は、廊下

に面する住戸等の開口部のうち発熱速度が最も大きくなる開口部（以下このイにおいて「火源

開口部」という。）の両側に最大で 30ｍ以内の廊下の水平投影面積をいい、第５－29 図の例に

よること（例６、例９及び例 10 に示すように廊下がＴ字で２つに分岐される場合は、いずれ

か一方のうち廊下の有効開口部の長さが大きい部分を選択すること。）。 

 

 

（例３） 

                                ：ＡＣ 
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（例７） 
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（例９） 

（例 10） 
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住戸等 

住戸等 

 

住戸等 住戸等 火災住戸等 住戸等 住戸等 
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(ｵ) (ｱ)ｅのＬ（廊下の有効開口部の長さ）は、火源開口部が面する廊下の直接外気に開放され

た開口部であって、当該火源開口部の両側に最大で 30ｍ以内の部分のことをいい、第５－30

図の例によること。 

 

（例２）火源開口部の両側 30ｍ以内の部分に外気の流通を妨げる部分が存する場合 

 Ｂ１（＝15ｍ） Ｂ２（＝15ｍ） 

 

 

（例１） 
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（例３） 
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（例４）火源開口部の両側 30ｍ以内の部分に外気の流通を妨げる部分が存する場合 

Ｂ１（＞15ｍ），Ｂ２（＜15ｍ） 

 

 

 

 

 

住戸等 住戸等 火災住戸等 住戸等 住戸等 

ＥＶ  

 

 

 

（例５） 
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（例６） 
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（例７） 

第５－30 図 
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(ｶ) 廊下に隣地境界線又は他の建築物等の外壁との中心線から１ｍ未満の部分が存する場合又は

廊下の一部に構造類型告示第４第２号⑷ロに規定する「外気に面しない部分」が存する場合

は、(ｱ)ｅのＬ（廊下の有効開口部の長さ）として、算入することができないこと。（第５－31 

図参照） 

 

 

 

（例１） 

（例２） 

住戸等 住戸等 住戸等 住戸等 

 

 

  

 

 

隣地境界線 

  

 

火災住戸等 

（例３） 
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：外気に面しない部分 
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(ｷ) 手すり等の上端又は廊下の床面から上端に防犯格子等を設置する場合は、廊下の有効開口部

の長さに、当該防犯格子等の有効開口率を乗じて得られた値を(ｱ)ｅのＬ（廊下の有効開口部

の長さ）として用いること。（第５－32 図参照） 

 

（例４） 

第５－31 図 
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ウ 外気に面しない部分（構造類型告示第４第２号⑷ロ関係） 

(ｱ) 構造類型告示第４第２号⑷ロに規定する「外気に面しない部分」とは、特定共同住宅等の同

一の階に存する廊下の一部が、隣地境界線又は他の建築物等の外壁との中心線から１ｍ以下の

位置で、周囲の３面が壁又は扉等により囲まれている部分が存するものをいう。（第５－33 図

参照） 

 

 

（例３）周囲の３面が壁又は扉等により囲まれている部分の例 

 

（例１）他の建築物等の外壁との距離の例 

（例２）隣地境界線等と外壁との距離の例 

廊下 
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(ｲ) 外気に面しない部分の長さは、原則として廊下の中心線により、計測すること。 

ただし、玄関前ポーチその他廊下の中心線により計測し難いものについては、歩行距離によ

り計測すること。（第５－34 図参照） 

（廊下の中心線によるものの例）        （歩行距離によるものの例） 

 

(ｳ) 第５－35 図の例に示すとおり、廊下の端部に設けられた開口部が、次のいずれかに適合し

ている場合、Ｂは外気に面しない部分の長さに該当するものであること。 

ａ 廊下端部に存する開口部（ａ）の幅が、外気に面しない部分の廊下の幅（Ｗ）未満のもの 

ｂ 廊下端部に存する開口部（ａ）の上端の高さが、外気に面している部分（Ｌ）の廊下の上

端の高さ未満のものｃ 廊下端部に存する開口部（ａ）の下端の高さが、外気に面している

部分（Ｌ）の廊下の開口部の下端の高さを超えるもの 

 

第５－34 図 
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Ｂ ：外気に面しない部分の長さ 

 

  

第５－35 図 
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(ｴ) 外気に面しない部分の長さの具体的な算出例は、第５－36 図の例によること（例６に示す

ように廊下の幅員が異なる場合は、廊下の幅員が小さいものにより算出すること。）。 

（例１） 

 

 

 
（例４） 

（例２） 

住戸 住戸 住戸 

廊下 

：外気に面しない部分 

 Ｗ ：外気に面しない部分の幅 
 Ｂ ：外気に面しない部分の長さ 

住戸 

 

 

Ｗ Ｂ 

（例３） 
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廊下 

：外気に面しない部分 
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 Ｂ ：外気に面しない部分の長さ 

住戸 
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Ｂ 

住戸 住戸 

廊下 

：外気に面しない部分 

 Ｗ ：外気に面しない部分の幅 

 Ｂ ：外気に面しない部分の長さ 

住戸 

倉庫 
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：外気に面しない部分 

 Ｗ ：外気に面しない部分の幅 

 Ｂ ：外気に面しない部分の長さ 

（例６） 
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Ｗ 

Ｂ  
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：外気に面しない部分 

 Ｗ ：外気に面しない部分の幅 

 Ｂ ：外気に面しない部分の長さ 

Ｂ１→Ｂ２ 
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廊下 

：外気に面しない部分 
 Ｗ ：外気に面しない部分の幅 

 Ｂ ：外気に面しない部分の長さ 

住戸 

住戸 

 

 

Ｗ ２ 

Ｂ 

Ｗ １ 

Ｂ→４Ｗ１以下、かつ、6ｍ以下  
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Ｗ 

Ｂ 

：外気に面しない部分 

 Ｗ ：外気に面しない部分の幅 

 Ｂ ：外気に面しない部分の長さ 
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